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に関して、残り絞込み回数 5 回の場合約 30%、4 回の場合約 60%の確率で、入力すべき候補が
10 位以内に与えられることを示した。 
被験者実験では、漢字かな混じり文 400 文字の入力を 1 セッションとして 20 セッションの学
習を行った結果、平均で 1 分間あたり 33.46 文字の漢字かな混じり文を入力できることが示され
た。この値は、同一被験者群におけるフルキーボード入力速度の約 43%にあたる。最も良い被験
者の結果としてフルキーボードの約 66%の入力速度を記録したことや、1 分間あたり 50.86 文字
という最高速度を実現したことから、実用に値するような入力速度を得られることを確認した。 
 
